












はじめに 

われわれは昨年度の本研究班において,われわれが自主的に試行してきた名古屋市におけ

る新生児救急医療情報システムの実態について報告し,早期に全県的規模のシステム確立

の必要性を強調した｡ 

われわれのこの強い要望はいち早く県医師会の救急医療情報システム構想にとり入れられ

,特殊診療リソースの代表例として検討されてきたが,県衛生部の英断により全県的な新生

児救急医療情報システムが計画されるに至った。 

われわれはこの全県的な新生児救急医療情報システム施行と運営の資料とすべく,昭和 53

年 1 月１日より同年12 月 31日までの 1年間の各新生児医療施設の実績に関する調査を行

ったので,二・三の検討を加えて報告し,あわせて現在計画中の新生児救急医療情報システ

ムの大要についても紹介する。 


